2007.06.14. ミーティング内容
１）基礎統合講義とは
2008年2月4,5,6,7,8日の5日間行われる、M1、M2の講義。場所は鉄門記念講堂。1日1テーマで5テーマ（昨年度は医用工学、老化、漢方、免疫、感染症の5つ）用意し、各日4～5人の先生をお迎えし講義していただく。
２）学生委員の仕事
＊5つのテーマの決定
＊テーマにつき1人ずつ、そのテーマを専門とされる学内の先生に、コーディネータをお願いする。
＊コーディネータと話し合い、講義して欲しい先生を決め、お願いをする
（夏休み明けにここまで進めたい）

＊シラバス作成
＊講義当日の司会進行

３）コーンバーグ氏講演について（栗原先生より）
基礎統合講義の一環としてM1、M2の学生は、7月23，24日のコーンバーグ先生の講演 （http://www.lse.u-tokyo.ac.jp/seminar/kornbergs/参照）へ参加するように、とのこと。
23日　13:00- Toward innovative research: Lessons from the Kornbergs 独創的研究の神髄をコーンバーグ父子から学ぶ　安田講堂
24日　11:00-12:00　ロージャーコーンバーグ、スタンフォード大学教授　鉄門記念講堂
学生委員はこの2講義（特に後者）の手伝いをして欲しい。

以上
